
発掘調査現場

令和 4 年度下品野遺跡発掘調査現場の位置

　  　  瀬戸市下品野遺跡
　  発掘調査 WEB 報告資料

公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団 
愛知県埋蔵文化財センター

１．下品野遺跡の発掘調査について
　下品野遺跡は、品野町六丁目交差点付近にある遺跡です。今年の調査は、昨年に続き、国道
248 号と県道 22 号瀬戸環状線が交差する品野町六丁目交差点に関わる主要地方道瀬戸環状線
交差点改良工事事業にともなうものです。
２．発見できた遺構と出土遺物
　今回の調査により確認された遺構と出土遺物は主に飛鳥時代（約 1,400 年前）〜奈良時代（約
1,300 年前）、戦国時代（約 500 年前〜約 400 年前）、江戸時代後期（約 200 年前）〜昭和時代（約
50年前）の主に 4時期のものがあります。
○飛鳥時代〜奈良時代：竪穴住居（たてあなじゅうきょ）1棟、土坑（どこう）１基が見つか
りました。竪穴住居は一辺 4m程の平面方形のもので、西側の壁にカマドの一部と思われる粘
土塊が確認されました。出土遺物には、須恵器（すえき）の杯（つき）と壺（つぼ）、甕（かめ）
などと土師器（はじき）の甕があります。
○戦国時代：溝 2条、土坑 2基が見つかりました。天目茶碗（てんもくぢゃわん）、皿（さら）、
擂鉢（すりばち）、壺、土師器の皿などが出土しました。
○江戸時代後期〜昭和時代：ゴミ捨て穴と思われる土坑 5基、柱穴多数が見つかりました。江
戸時代以後のいろいろな椀、皿、徳利（とっくり）、擂鉢などが出土しました。
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　　　001SD
　　（123SD・132SD）
（戦国時代の溝）

007SI（133SK）
（奈良時代の竪穴住居）

124SD・125SD
（戦国時代の溝）

21Cb区

21G区

21Ca区

003SK・005SK
（江戸時代後期の土坑）

22A区

：江戸時代後期～近代
：戦国時代
：飛鳥時代～奈良時代

：昭和時代

　022SD
（戦国時代の溝）

　026SK
（戦国時代の土坑）

　045SK
（奈良時代の土坑）

　023SK
（戦国時代の土坑）

061SK・063SK
（戦国時代の土坑）

　　　021SX
（江戸時代後期
～昭和時代）

22B区

22C区

戦国時代の区画溝 001SD（22A 区）、北東より

下品野遺跡遺構平面図（縮尺：400 分の 1）

22A 区全景、南上より、南北に戦国時代の溝がはしる

３．まとめ
　飛鳥時代〜奈良時代においては、昨年調査を行いました品野町六丁目交差点（以下「交差点」）
の北側（21A区）で、東西方向の溝（075SD）や土坑（087SK・089SK・112SK）が確認され
ております。今年は交差点南側（22A区）において、竪穴住居が確認されたことにより、集落
が南側に広がっていたことを明らかにできました。
　戦国時代では、昨年調査しました交差点南側の 21Ca 区と 21G区を繋ぐ溝 22A区 001SDを
確認することができました。この溝は、幅が 5mを超える断面箱型になる溝と判明しました。
またこの溝の東側にも 022SD（22C区）のように内側を区画する溝や土師器の皿、縁釉小皿（え
んゆうこざら）が重なった状態で見つかった土坑 026SK（22C区）が発見され、戦国時代の区
画溝の南東側に居住域が広がっていたものと考えられます。
　江戸時代後期では、戦国時代の溝が埋まった後に土坑や柱穴（22A区）が確認されました。
現在の国道248号と県道22号瀬戸環状線にそって江戸時代後期〜昭和時代の水田跡がみつかっ
ており、その南東の山側は家屋などがある宅地になっていた可能性があります。
　発掘調査におきましては、近隣沿線住民の皆様と関係機関の皆様には、ご理解とご協力をい
ただき、まことにありがとうございました。
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江戸時代後期の土坑 003SK（22A 区）、南東より

戦国時代の土坑 026SK（22C 区）、北より、
土師器皿と縁釉小皿が重なって出土した

飛鳥時代〜奈良時代の竪穴住居 007SI（22A 区）、北より

戦国時代の溝 001SD 出土巻貝（22A 区）、西より

奈良時代の土坑 045SK（22B 区）、北より

戦国時代の溝 001SD の遺物出土状況（22A 区）、北より

22B 区全景、南より、
奈良時代〜江戸時代後期の遺構がみられる

22C 区全景、北上より、
調査区の東側に戦国時代の遺構がみられる
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